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1）スパイラル補強圧縮型永久アンカー（Super 

MCアンカー：荷重分散型）の概要と特長

スパイラル補強圧縮型永久アンカー（Super MC

アンカー：荷重分散型）（以降Super MCアンカー）

は、アンボンドＰＣ鋼より線、圧着グリップ（コン

プレッショングリップ）、耐荷体本体、キャップお

よびスパイラル補強筋を用いて地盤中にグラウトに

よってアンカー体を造成し、構造物に引っ張り力を

伝達させる永久アンカーです。

構造上の特徴的な点としては、荷重分散圧縮型で

あること、耐荷体上部にスパイラル補強筋を有する

ことが挙げられます。一般に、グラウンドアンカー

は、引っ張り摩擦型と圧縮型に分類されますが、本

工法は、圧縮型に分類されます。さらに、本工法で

は、耐荷体を複数設けており、それぞれの耐荷体か

ら圧縮応力として荷重が伝達される荷重分散型とな

っています。それぞれの耐荷体で荷重を分散させる

ため、耐荷体近傍での応力レベルを低く保つことが

可能になります。

圧縮型では、耐荷体上部に大きな応力が発生し、

その部位のグラウトはせん断破壊を生じるおそれが

あります。Super MCアンカーでは、耐荷体直上部

にスパイラル補強筋を配置し拘束することで、荷重

が増大した場合にも補強筋内部のグラウトを健全に

保つことが可能になっています。

防食性については、本工法では自由長部、アンカ

ー体長部およびアンカー頭部はそれぞれ二重防食構

造となっているため、長期にわたり確実な防食が確

保されます。

施工性の特長としては、テンドンの組み立て加工

は特別な熟練工を必要とせず、アンカー工事現場で

容易に行うことができ、地盤状況の変化によってア

ンカー長またはアンカー荷重が変更されても即座に

変更可能であること、耐荷体の組み合わせにより、

テンドンの許容引張力（常時）を109.8kNから

1096Nまでの範囲で選択することが可能であること

等が挙げられます。

2）技術審査の概要

審査証明委員会では、表１に示す調査試験結果を

基に下記の点について技術審査が行われました。
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2 スパイラル補強圧縮型永久アンカー
（Super MCアンカー：荷重分散型）

Super MCアンカー構造概念図

図－３　Super MCアンカー構造概念図



スパイラル補強筋の効果について

耐荷体直上部にスパイラル補強筋を配置すること

により、その拘束効果によって本アンカーは大きな

荷重に対しても健全な状態を保つことができると認

められました。

材料性能による耐久性について

ポリエチレンシース、ダクロタイズド加工（防錆

処理）等は、アンカーの一般的な使用環境下では材

質の劣化を生じ難く、防錆油も十分な耐浸水性を有

することから、材料的にみてテンドンは長期にわた

って耐久性を保持できることが認められました。

構造性能による耐久性について

本アンカーは、自由長部およびアンカー体長部で

はポリエチレンシースと防錆油で、アンカー体長部

の圧着グリップ部では防錆処理（ダクロタイズド加

工）と防錆油で、アンカー頭部では亜鉛めっきを施

した鋼製のヘッドキャップと防錆油で、アンカープ

レート背面ではゴムキャップと防錆油で、全長にわ

たって二重防食構造となっています。従って、各部

分の水密性と強度は一般的な使用に十分に耐えら

れ、構造的に見て長期にわたって耐久性を保持でき

ることが認められました。

構造性能による特性について

本工法は、荷重分散型であ

ることから、各耐荷体の位置

により自由長が異なるため、

「スパイラル補強圧縮型永久

アンカー（Super MCアンカ

ー：荷重分散型）設計・施工

マニュアル2005年３月」に基

づき各PC鋼より線に同じ張

力が導入される緊張管理手法

を用いる必要性が確認されま

した。

テンドンの組立て加工

および現場での適用性

圧着グリップ加工を含め、

耐荷体の組立ては施工現場で

容易に行うことが可能である

こと、現地の地山条件等によ

ってアンカー長やアンカー荷重が変更された場合に

も早急に対応できることが認められました。
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写真1 スパイラル補強部

図4 荷重分散型概念図

主な調査・試験項目 試験項目

・一般的物性
・JIS等による試験
・一般的物性
・JIS等による試験
・一般的物性
・JIS等による試験
・一般的物性
・JIS等による試験
・一般的物性
・JIS等による試験
・一般的物性
・JIS等による試験
・引張試験
・引張疲労試験
・防錆油充填試験
・防錆油充填試験
・複数の耐荷体による
荷重分担割合の確認
・アンカー体内の応力
分布の確認
・組立加工工程および
保管状態の確認

表１　審査項目

審査項目

1.材料性能

2.構造性能

1）被覆材の耐久性

2）防錆・防水材の耐久性

1）構造部材の強度

2）構造部材の防食

3）アンカー体長部
の支持機構

4）構造部材の組立
加工

a）ポリエチレン

b）グリース

c）ダクロタイズド

a）防錆油

b）キャップシール

c）止水具スペーサー

a）圧着グリップ
および耐荷体（拘束具）
a）耐荷体（拘束具）
b）養生管付きアンカープレート
a）試験アンカーによる
引抜き試験

a）組立加工の確認


